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幼児用対人的自己効力感尺度の開発

園　田　菜　摘

〔論文要旨〕

　本研究では，幼児期の対人的な有能さへの自己評価を測定する尺度を開発することを目的とした。児童用の尺度

をもとに，絵カードを用いた幼児用対人的自己効力感尺度を作成し，幼稚園年長児70名（男児35名，女児35名）を

対象に面接調査を行った。併存的妥当性を検討するために，対人的自己効力感の測定後に，有能感・受容感の測定

を行った。また，2か月後に尺度の再検査を実施した。幼児用対人的自己効力感尺度12項目について主成分分析を

行った結果すべての項目が第1主成分にまとまり，内的整合性も認められた。さらに，再検査信頼性，併存的妥

当性も確認された。幼児の対人的自己効力感の特徴についても考察を行った。
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1．はじめに

　人は自分のさまざまな能力や性格特徴に基づいて，

自分自身に関する評価を行っている。自己評価が高い

ことは，物事に積極的にチャレンジしたり，否定的な

出来事が起きてもそれに効果的に対処することを可能

にする一方で，自己評価の低さは，薔，引っ込み思案

孤独感など周りの世界から自らを回避させるような行

動につながることが指摘されている1）。

　自己評価の形成は，自己意識が芽生える幼児期から

すでに始まっている。幼児期の自己評価の特徴を検討

した研究23）では，「自分は価値ある存在か」といった

自己への全体的評価はまだ難しいが，領域的な評価は

可能であること，小学生以降の子どもと比較して，幼

児は実際の能力以上に自分を高く評価する傾向がある

ことが明らかにされている。幼児がなぜ高い自己評

価をするのかについては，幼児期には学業成績のよう

な客観的に能力を判断する指標が少ないこと3），幼児

が「自分はこうありたい」という願望と実際の自分の

能力との区別を明確には行っていないこと2）などが理

由として挙げられている。一方，高い自己評価を持つ

ことは，まだわからないことや失敗経験が多い幼児に

とって，難しい状況にも果敢にチャレンジし，さまざ

まなスキルを身につけて成長していくうえで重要なエ

ネルギー源となっている45），とも考えられている。実

際に，高い自己評価を持つことが“標準”である幼児

期には，相対的に自己評価が低いことが孤独感引っ

込み思案といった幼児の内面的な問題と関連し6），児

童期以降の自己評価，社会性の発達の土台となると考

えられている7）。

　幼児の自己評価を測定する尺度はこれまでいくつか

開発されているが，Harterら2）が開発した有能感・受

容感尺度が最も広く使用されている尺度である6）。有

能感とは，“環境と効果的に相互作用する能力”と定

義され，幼児においては「速く走れる」などの運動面，

「上手に絵が描ける」などの学習面，という領域的な
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有能さに対する自己評価が測定されている。これまで

この尺度が最も使用されてきた理由として，幼児用の

測定尺度として最初に開発されたものであり，その日

本語版3）も含めて信頼性，妥当性が確認されているこ

と，児童期・青年期の尺度をもとに幼児用が作成され

ているので，幼児期と児童期以降の自己評価の特徴の

違いの比較が可能であることが挙げられるだろう。さ

らに，有能感・受容感尺度は絵カードを用いて幼児自

身に評価を求める測定方法をとっていることから，教

師評定により測定する方法8）よりも，“自己”という

幼児の内面的な意識そのものをとらえられることや，

絵カードの代わりにパペット（指人形）を用いて幼児

自身に評価させる測定方法91°）のような，パペットを

操る調査者の個人的特徴（声色，パペットの動かし方，

演技力など）やパペットのキャラクター（カエル，ワ

ニなど）に対する幼児の好みが結果に影響を与える可

能性を排除できることも，この尺度の利点であると考

えられる。

　しかし，これまでの幼児の自己評価を測定する尺度

では，学習能力，運動能力に関する有能さへの自己評

価を測定するのみで，“対人的な領域での有能さ”に

ついて幼児が自分自身をどのように評価しているか，

という視点が含まれていない問題がある。対人的な領

域の自己評価については，これまで「自分は他者から

受容されているか」といった“対人関係の良好さ”へ

の評価が受容感として取り上げられてきた。しかし，

対人関係の良好さへの評価と，「自分は他者に対して

有能にふるまうことができるか」といった対人的な有

能さへの評価は異なるものである。児童期の子どもに

ついては，すでに子どもの対人的な有能さの自己評価

を測定する必要性が指摘されIP，対人的自己効力感と

呼ばれる尺度が開発されている1112）。そもそも自己効

力感とは，“特定の課題を効果的に解決できるという

自信”と定義され，有能感とほぼ同義ではあるが，課

題に対する実際の成功経験によって導かれるという側

面をより重視した考え方に基づいたものである。小学

4～6年生の子どもを対象にした研究12）では，子ども

の対人的自己効力感の低さは対人不安傾向と関連する

ことが示されており，対人的な有能さに対する自己評

価が対人的な問題と密接に結びつく可能性を支持して

いる。一方，幼児期は仲間関係を形成し，仲間とかか

わる経験を通して社会的行動の土台を身につけていく

重要な時期である。遊びやけんかといった仲間とのさ
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まざまなやりとりの成功・失敗経験を通して，対人行

動のスキルを徐々に学んでいくだけでなく，「自分は

仲間に有能にふるまうことができるか」に関する自己

評価も幼児期に形成されていくのではないだろうか。

幼児期に自分自身の対人行動に自信が持てないことは

社会性の発達を含めたさまざまな問題の根幹となる可

能性も考えられるため，幼児期の対人的自己効力感を

測定する尺度を開発することは急務であると考える。

　以上のことから，本研究では対人的な有能さに関す

る幼児自身の自己評価を測定する尺度として幼児用対

人的自己効力感尺度を開発し，その信頼性，妥当性を

検討することを目的とする。

1．方 去

1．対　象

　横浜市内の私立幼稚園に在園する年長児，男児35名，

女児35名の計70名（平均月齢73．20か月，SD　3．39）を

対象とした。

　なお本研究の実施にあたり，研究の目的は幼児の対

人的な自己評価を測定しその特徴を探るものであるこ

と，データは全体として統計的に処理されるため個人

のデータが公表されることはないことについて，幼稚

園を通じて保護者に伝え，保護者からの了承が得られ

た子どものみを対象とした。

2、幼児用対人的自己効力感尺度の測定

（1）尺度の構成

　幼児用対人的自己効力感尺度の項目を作成するにあ

たり，児童用の尺度12）を参考に，以下の手順で新たに

幼児版を作成した。児童用の尺度12）は，質問紙法で子

どもに16項目を4件法で答えさせるものであるが，幼

児用の尺度においては幼児の負担を考慮して項目数を

減らすこととした。まず，2つの項目で互いに類似し

た内容を尋ねているもの（例えば，「友だちのけんか

を止める」と「けんかしている友だちを仲直りさせる」

など）が3組（6項目）あったため，それぞれを1つ

の項目にまとめた。さらに，幼児期の対人的自己効力

感として，“課題を効果的に解決できる自信”を表し

ているとは判断しづらかった1項目（「友だちにじょ

うだんを言って笑わせる」）を除き，幼児期にみられ

やすい対人的課題に関する1項目（「ある子どものパー

ティーに『お友だちも呼んだら』と言ったら，呼んで

もらえる」）を独自に作成して加えた。その結果，幼
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児用の尺度の項目は計12項目となった。それぞれの項

目は，幼稚園場面に合うように質問内容を変更し（例

えば，「体育の授業」を「先生からの指示」に変更する，

など），文言はすべて幼児に理解しやすい形に作り変

えた。

（2）絵カードの作成

　幼児用対人的自己効力感尺度では，質問項目を幼児

に提示する際に絵カードを用いることとした。有能感・

受容感尺度においても絵カードを用いているが，こち

らは「上手にできる子」と「できない子」の絵カード

のみを左右に置いて幼児に提示するが，自己効力感尺

度では「解決しなければならない課題」に対して「効

果的にふるまえるか」を尋ねるため，まず対人的にど

のような課題が生じているかを幼児に理解させること

が重要であると考えた。そこで，「課題の状況を説明

するための絵カード」を最初に幼児に提示したうえで，

次にその状況で「効果的にふるまえる子」と「ふるま

えない子」の絵カードを左右に置く形で提示すること

とした。そのため，1つの項目につき状況を説明する

絵カードと，「効果的にふるまえる子」と「効果的に

ふるまえない子」の2枚の絵カードの，計3枚の絵カー

ドを作成し，それぞれ男児用・女児用の2種類を用意

した。

　また，「効果的にふるまえる子」と「ふるまえない

子」の絵カードだけでなく，そのふるまいをどれくら

いの頻度で行うかを尋ねるために，大小の円が描かれ

たカードを作成した。

（3）面接の手続きと評定

　面接は2013年10～11月にかけて，自由遊び場面，バ

スの送迎の待ち時間を利用して幼稚園の1室で行われ

た。面接では，調査者が子どもに「今日はこれから先

生とゲームをしましょう。このゲームは『どっちが○

○（子どもの名前）くん／ちゃんに似てるかな？』と

いうゲームです。先生がこれから絵の中の男の子／女

の子が何をしているかお話ししていきます。よく聞い

ていて下さいね」という教示を与え，調査にとりかかっ

た。調査の具体的な流れとしては，子どもに1枚目の

絵カード（例えば⑪の絵カード）を見せながら，「お

友だちがけんかをしています。男の子／女の子が『仲

直りしなよ』と言いました」と状況を説明し，次に2

枚目の絵カードを見せながら「（子どもから見て左の

絵を指差して）こっちの男の子／女の子はお友だちを

うまく仲直りさせることができます。（子どもから見

小児保健研究

図　対人的自己効力感の絵カードの例（⑪けんかの仲裁）

て右の絵を指差して）こっちの男の子／女の子はお友

だちを仲直りさせることができません」と効果的にふ

るまえる子とふるまえない子の絵を示し，「では，ど

ちらが○○くん／ちゃんに似ていますか？先生に教え

て下さい」と質問し，子どもがどちらかの絵を選択す

るのを待った。子どもが絵を選択したら，その下に置

かれている絵カードの大小の円を指差しながら，「（大

きい方の円を指して）○○くん／ちゃんはいつも口口

なのかな？それとも（小さい方の円を指して）時々口

口なのかな？」と尋ね，子どもの選択の組み合わせを

記録用紙に記入した（図）。なお，2枚目の絵カード

を示す時は必ず子どもから見て左の絵から示すように

し，左の絵には効果的にふるまえる子とふるまえない

子が交互に現れるようにした。また，絵の選択後下

に置かれている円の絵を示す時は，必ず幼児から見て

左の円から示すようにした。質問の順序は似たような

質問項目が連続しないよう2通り作成し，子どもにラ

ンダムに提示した。さらに，子どもに与える残存効果

を考慮し，最後の質問項目はいざこざに関する場面に

ならないようにした。

　評定は，2枚目の左右に置かれた絵カードに対する

子どもの選択（効果的にふるまえる子／ふるまえない

子）の2件法と，その後の頻度を示す大小の円の選択

（いつも／時々）の2件法の組み合わせにより，「効果
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表1　幼児用対人的自己効力感尺度の項目分析結果

質問項目

①遊んでいる友だちに「一緒に遊んで」と言ったら，遊びに入れてもらえる。

②遊び方を聞きに来た友だちに，教えてあげられる。

③友だちを困らせている子どもに「やめなよ」と言ったら，やめてもらえる。

④友だちを「一緒に遊ぼう」と誘ったら，遊んでもらえる。

⑤先生が「ペアを作って」と言ったら，すぐにペアを組む友だちを見つけられる。

⑥遊びを手伝ってくれる人を探している友だちに，「一緒にやるよ」と言える。

⑦友だちに「手伝って」と言ったら，すぐに手伝ってもらえる。

⑧横入りをしようとしている友だちに「やめなよ」と言ったら，並び直してく

　れる。

⑨何をして遊ぼうか相談している時に「これで遊ぼう」と提案したら，その遊

　びをすることになる。

⑩友だちに悪口を言われて「やめてよ」と言ったら，やめてもらえる。

⑪けんかしている友だちに「仲直りしなよ」と言ったら，仲直りさせることが

　できる。

⑫ある子どものパーティーに「お友だちも呼んだら」と言ったら，その友だち

　を呼んでもらえる。

平均値（SD）　負荷量　　共通性　　G－P分析
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的にふるまえる子」と「いつも」の組み合わせを4点，

「効果的にふるまえる子」と「時々」の組み合わせを

3点，「効果的にふるまえない子」と「時々」の組み

合わせを2点，「効果的にふるまえない子」と「いつも」

の組み合わせを1点とする4件法で行った。

3．再検査の実施

　幼児用対人的自己効力感尺度について，再検査によ

る尺度の信頼性を検討するために，対象となった70名

のうち無作為に選ばれた31名（男児11名，女児20名）

について，2か月後に再び同様の手順で対人的自己効

力感を測定する面接を行った。

4．有能感・受容感の測定

　幼児用対人的自己効力感尺度の併存的妥当性を検討

するために，幼児期の自己評価を測定する尺度として

広く使われている有能感・受容感の測定を行った。こ

れは，幼児および小学校低学年の児童用の尺度2）を参

考に，日本語版が作成されたもの3）であり，「学習面の

有能感」，「運動面の有能感」，「仲間からの受容感」，「母

親からの受容感」の4つの下位尺度から成っている。

　対人的自己効力感の測定後の2013年12月に，対象と

なった幼児70名のうち，転園となった女児1名と面接

を拒否した男児1名を除く68名に対して，対人的自己

効力感と同様の面接手順で有能感・受容感の測定を

行った。測定項目は，「学習面の有能感」，「運動面の

有能感」，「仲間からの受容感」，「母親からの受容感」

それぞれ7項目で，男児用・女児用それぞれの絵カー

ドを作成して幼児に面接を行い，4～1点の4段階で

評定した。

5．分析方法

　本研究では，SPSS　Ver．19．0を用いて単純集計，主

成分分析，t検定，相関分析を行った。なお相関分析

の際には，Pearsonの相関係数を求めた。

皿．結 果

1．各項目の平均値と標準偏差

　表1に，幼児用対人的自己効力感尺度の各項目の平

均値とSDを示した。各項目の平均値は2．81～3．61で，

幼児は全体的に対人的自己効力感を高く評価する傾向

にあることが示された。これまで多くの研究2”6・13・14）で，

幼児期は自己評価が高いことが特徴であることが繰り

返し指摘されていることから，本研究の結果も幼児期

の自己評価の特徴が表れたものと考え，これらの項目

をそのまま採用することとした。

　項目の中でも特に平均値が高かったのは，項目⑧の

横入りする友だちへの制止・注意を表す場面であり，

次いで項目②の遊び方を聞かれて教える場面，項目④

の友だちを遊びに誘う場面であった。一方，平均値が

最も低かったのは，項目⑨の遊びの提案を採用される

場面であった（表1）。
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2．尺度の分析

　幼児用対人的自己効力感尺度は，児童用の尺度と同

様に，対人的な課題が生じる状況において効果的にふ

るまえるかに対する自己評価を測定する目的で作成さ

れたため，1次元構造を仮定した。主成分分析を行っ

たところ（表1），12項目すべてが第1主成分に．32以

上の負荷量を示した。寄与率は38．1％であった。12項

目のα係数は．84で，高い内的整合性が認められた。

　さらに，12項目の得点の合計点を算出し，合計点の

上位25％を上位群（16名），下位25％を下位群（16名）

として，各項目のG－P分析を行った。その結果（表1），

すべての項目について上位群の幼児の方が下位群の幼

児よりも平均値が高いことが示され，どの項目も弁別

力があることが確認された。

　これらのことから，12項目の得点を合計したものを，

幼児の対人的自己効力感として用いることとした。対

人的自己効力感の平均値は40．86（SD　5．78，　range　25

～48）であった。

3．再検査による信頼性の検討

　測定を行った対人的自己効力感と，2か月後に実施

した再検査での対人的自己効力感との相関分析を行っ

たところ，有意な関連が示され（r＝．67，p＜．001），

尺度の再検査信頼1生が確かめられた。

4．尺度の併存的妥当性の検討

　本尺度の併存的妥当性を検討するために，有能感・

受容感尺度で測定された学習面，運動面の有能感仲

間，母親からの受容感の4つの下位尺度について，対

人的自己効力感の上位25％の上位群の幼児と下位25％

の下位群の幼児で違いがみられるか，t検定を用いて

調べた。その結果（表2），対人的自己効力感の上位

群の幼児の方が下位群の幼児よりも，運動面の有能感，

表2　対人的自己効力感の上位群・下位群による有能

　　感・受容感の平均値の差の検定

対人的自己効力感

上位群（N＝14）下位群（N＝16）

平均値（SD）　平均値（SD） t

有能感・受容感

学習面の有能感 26．36　（2．95）　　　2494　（1．91） 158

運動面の有能感 24、64　（3．34）　　　21．50　（3．90） 2．35＊

仲間からの受容感 25．50　（3．65）　　　19．93　（422） 3．83＊＊

母親からの受容感 23．21　（5．29）　　　20．06　（4．14） 1．83†

＊＊ p〈．01，　＊p＜．05，　†p＜ユ0
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仲間からの受容感が高いことが示された。

5．性別，月齢との関連

　幼児の対人的自己効力感と性別，月齢との関連を調

べた結果，性別による差（t＝0．91，ns），月齢との相

関（r＝一　．06，ns）のいずれも有意ではなかった。また，

性別ごとに対人的自己効力感と月齢との関連を調べた

ところ，男児，女児ともに有意な相関は示されなかっ

た（男児：r＝．05，ns，女児：r＝一．13，　ns）。

IV．考 察

　本研究では，幼児期の対人的な有能さを測定する尺

度を作成するために，絵カードを用いた12項目の幼児

用対人的自己効力感尺度の開発を行った。

　幼稚園年長児を対象に，本尺度を用いて対人的自己

効力感の測定を行った結果，各項目の平均値は2．81～

3．61の範囲であることが示された。これは，他の領域

において幼児は高い自己評価を行うことを示した先行

研究2・3・14）と同様の結果であり，本尺度は幼児期の自己

評価の特徴を“対人的な領域での有能さ”の領域に

おいて適切にとらえることができたと解釈できるだろ

う。

　さらに，本研究の幼児において特に平均値が高かっ

た項目として，横入りする友だちへの制止・注意を表

す場面（項目⑧），友だちを遊びに誘う場面（項目④）

があるが，これらは児童用の尺度12）においてもそれと

対応する項目の平均値が3．54（SDO．71），3．36（SDO．84）

と比較的高かった。子どもにとっては，集団生活のルー

ルを主張することや仲の良い友だちを遊びに誘うこと

は，比較的「自分は有能にふるまえる」と感じやすい

場面なのかもしれない。

　次に，これまで幼児の自己評価を測定する際に最も

広く使われている有能感・受容感尺度の研究結果から，

本尺度の項目の平均値の特徴を見ていく。有能感・受

容感尺度には学習面，運動面の有能感仲間，母親か

らの受容感の4つの下位尺度があるが，先行研究3）で

は，有能感の方が受容感よりも自己評価が高いことが

示されており，この傾向は近年行われた他の研究4・6）に

おいても同様である。この理由として，自分自身の有

能さの評価（有能感）とは異なり，受容感は他者との

関係の質が影響することから，否定的な判断になりや

すいと考えられている23）。本研究の対人的自己効力感

は有能感と同様に高い値であり，“有能さ”に対する
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自己評価を対人的な領域において測定できたととらえ

られる。

　本尺度の信頼性については，高い内的整合性が認め

られ，再検査による信頼性も確認された。また，有能感・

受容感尺度との併存的妥当性を検討したところ，対人

的自己効力感が高い上位群の幼児の方が下位群の幼児

よりも，運動面の有能感仲間からの受容感が高いこ

とが示された。このことから，幼児用対人的自己効力

感尺度の併存的妥当性は，ある程度確認できたと考え

られる。

　さらに，幼児の対人的自己効力感の性差について検

討を行ったところ，男児と女児で有意な差はみられな

かった。このことは，性別による遊び内容の違いより

も，日々の仲間とのかかわりの中での幼児の成功・失

敗体験の方が，幼児の対人的な有能さに対する自己評

価に影響を与えやすい可能性を示唆していると考えら

れる。しかし，他の領域の自己評価では幼児期の性差

についてこれまで明確な答えは出ておらず，幼児期に

は性差はみられないという結果6・7，15，16）と，領域（運動

面など）によっては性差がみられるという結果4・1°・］4・17）

の両方が存在している。児童を対象にした対人的自己

効力感の研究12）では，小学4～6年生の子どもにおい

て女子の方が男子よりも高いという性差があることが

示されていることから，本研究の結果だけで何らかの

結論を語るのではなく，子どもの自己評価の形成過程

で性差を生み出す状況とはどのようなものなのか，さ

らに検討を加えていく必要があるだろう。

　最後に，本研究の課題について述べる。第一に，本

研究では幼稚園年長児のみを対象としたため，年長児

の特徴が研究結果に反映した可能性が考えられる。今

後は対象児の年齢範囲を広げ，年少児，年中児も含め

た検討を行う必要がある。第二に，本研究では幼児自

身の対人的自己効力感しか測定していないが，今後は

担任保育者の評定との関連についても検討し，本尺度

の妥当性をさらに確認していく必要があると考える。

利益相反に関する開示事項はありません。
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〔Summary〕

　　Based　on　a　scale　for　elementary－school－age　children，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tascale　for　assessing　young　children　s　social　self－ethcacy

was　developed．　Seventy　5－and　6－year－old　preschool

children（35　boys　and　35　girls）completed　the　Pictorial

Scale　of　Social　Self－Efficacy　for　Young　Children．　To　as一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りsess　the　validity　of　the　scale，　I　compared　the　children　s

Self－Ef6cacy　Scale　scores　with　other　self－ratings　of　per－

ceived　cornpetence　and　social　acceptance．　The　reliability

of　the　scale　was　supported　by　Cronbach’s　alpha　coeffi－

cient　and　a　test－retest　correlation　over　2　months．　The

scale　also　dernonstrated　acceptable　validity．　Characteris一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　りtics　of　young　children　s　social　self－ef｛icacy　are　discussed．
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